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＜連絡事項＞

・8/15（火）　床屋が盆の為、休みになります。

＜患者様連絡事項＞

· 林嵜　信子様～8/10　14：00自宅へ退院となります。

· 柳杭田　かつ子様～準備が整い次第、南山苑に入所となります。

＜隔離入室患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～時間隔離継続中。挨拶行為頻回にみられている。女性患者様の行動に注意しているが、トラブルには至っていない。神発言や粗暴行為はない。引き続き、精神状態の観察と病状評価を行い、他者トラブルに注意し看護介入していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

· 泉川　ケイ子様～スタッフの不満や帰宅要求が聞かれている。粗暴行為や他者とのトラ　　　

ブルなし。説明するも聞き入れる事が出来ずにいる。

　　　　　　　　　　精神状態を観察し、他者とトラブルがない様に介入していく。

· 高田　マキ様～独語・徘徊や他者への迷惑行為が見られているが、他者とのトラブルな　　　
く過ごされている。食事は拒否なく全量摂取出来ている。引き続き、精神症状観察していく。

・藤井　孝蔵様～独語、妄想発言など聞かれず過ごされている。足の痛みを訴えあり介入している。引き続き、精神症状の観察・飲水状況の観察をしていく。
・犹守　サナ様～体温37℃台で経過。食事は介助にてエプリッチ全量摂取している。拒薬なし。入浴も介助にて実施出来ている。褥瘡（仙骨）の悪化の為、デブリードマン処置（壊死部位　10×7）実施。本日、排便あり。

引き続き、身体症状の観察とケアを継続していく。
・畠山　正雄様～衣類が少ない為、SWと相談しTシャツ3枚依頼している。妄想発言などは聞かれなく過ごされている。　引き続き、精神症状観察していく。
・小澤　和子様～入浴は拒否なく、声掛けにて実施している。日中、臥床している事多い。引き続き、精神症状の観察・他者トラブルに注意していく。

· 吉島　知寿子様～むせ込みあり、声掛け要している。ホールでの摂取を検討していく。

・平山　敬之様～他者への被害妄想聞かれ不機嫌さ見られている。「おじさんが嫌い」と話され退院要求聞かれている。私物をオートドア前に置く事あり。他者とのトラブルなく過ごされている。

＜馬渡Ｄｒ診察＞

・千葉　忠志様～右臀部の腫張、、右大転子部後方皮下出血あり。レントゲン異常なし。

　　　　　　　　　本日、夕からクレオチアピン（25）　2T→（50）　2T増薬となる。

　　　　　　　　　本人より他科受診希望あり、甥様に連絡して日時調整していく。

　　　　　　　　　明日、採血（セット3、CRP、バルプロ酸血中濃度）実施。　
　＜新入院患者様＞

生年月日：S16年1月20日　75歳
　　　氏名：三浦　幸四郎様

　　　性別：男性

　　主病名：アルツハイマー型老年期認知症

　　　病棟：東病棟Aユニット14号室

　入院形態：医療保護入院
　　主治医：深澤Dr

＜経過＞

　平成20年頃より物忘れが出現。平成21年4月28日八戸赤十字病院神経内科初診。同院初診時検査HDS-R14点、海馬の萎縮認められ上記診断され、通院治療していた。ドネペジルが処方され、経過を見ていたが、症状は進行性で、最近では徘徊、妄想、BPSDが顕著であるが、自宅で介護できる方がいないこと、介護サービスなどの拒否が強い状態であり、八戸包括支援センターの介入の元、本人の妹様とともに本日センターへ相談あり。妹様、包括支援センターの協力のもと当院での入院治療を希望され、平成28年8月9日11：30東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

※入浴、更衣、食事、服薬状況などの詳細は聴取可能な方がいないため不明。

※同居している妻は入院中であり、同居している娘様も精神疾患あり。
＜入院後＞

· 帰宅要求が聞かれている。疎通不良。昼食は主食1/3・副食全量摂取されている。　

※LTセット　Cプラン　

· 買い物カードなし。

· 家族洗濯

